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解
説
　
「
運
命
」
に
導
か
れ
た
「
キ
ャ
ン
ド
ル
大
統
領
」

I
I
I
文
在
寅
政
権
の
歴
史
的
位
相

ク
ォ
ン
　
ヨ
ン
　
　
ソ
ク

権
容
爽

本
書
は
当
初
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
大
統
領
選
差
向
け
て
、
文
在
寅
の
「
出
馬
宣
言
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
文
在

寅
は
、
塵
武
鉱
元
大
統
領
の
支
持
層
か
ら
は
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
た
が
、
全
国
的
な
知
名
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
人
権
弁
護
士
出
身
の
丈
在
寅
が
な
ぜ
大
統
領
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
生
い
立
ち
と
塵
武
鉱
と
の
「
同
行
」
の

人
生
を
辿
り
国
民
に
語
り
か
け
た
。

本
書
は
公
刊
二
週
間
で
、
世
界
各
国
で
翻
訳
さ
れ
た
中
京
淑
の
『
母
を
お
願
い
』
（
集
英
社
文
庫
、
安
手
植
訳
）
を
お
さ
え
書
籍

部
門
の
売
上
げ
一
位
に
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
八
月
の
時
点
で
七
九
刷
二
三
万
部
に
達
し
、
一
七
年
に
改
訂
版
、
一
八
年
に
は

大
統
領
就
任
一
周
年
記
念
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
音
楽
・
食
な
ど
韓
国
文
化
へ
の
関
心
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
「
韓
流
ブ
ー
ム
」
の
後
も
い
っ
そ
う
高
ま

り
、
浸
透
し
て
い
る
。
し
か
し
韓
国
政
治
、
ひ
い
て
は
韓
国
大
統
領
は
い
ま
だ
遠
い
存
在
だ
。
ネ
ッ
ト
で
「
韓
国
大
統
領
」
と

検
索
す
る
と
、
「
末
路
」
「
逮
捕
」
「
不
正
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
関
連
語
が
浮
上
す
る
。
だ
が
、
日
本
と
関
係
の
深
い
隣
国
の

大
統
領
を
政
治
的
存
在
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
生
身
の
人
間
と
し
て
知
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

文
大
統
領
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
は
、
そ
れ
自
体
が
韓
流
映
画
の
よ
う
で
も
あ
る
。
北
か
ら
の
避
難
民
出
身
で
、
貧
困
の
な
か

人
権
弁
護
士
と
な
り
、
民
主
化
運
動
に
身
を
投
じ
た
「
善
さ
人
」
、
そ
し
て
「
ふ
つ
う
の
人
」
が
、
試
練
と
挫
折
を
乗
り
越
え


